
支援事業委員会 平成２４年度事業実施状況一覧 
 

支援事業（第一次及び第二次募集案件）の概要 
開催月日 

開催場所 
事業内容 等 主催団体等 

参加 

人数 

H24.5.30 

宮城県 

仙台市 

 
「電気通信分野における個人情報保護」に関するセミナー 

 

東北地域における電気通信事業者の発展に寄与する

ことを目的に例年実施。 

本年度は、電気通信分野における個人情報保護をテー

マに講演会を開催し、電気通信事業分野における個人情

報の在り方について、講師の方々から最新情報と動向に

ついて具体的かつ詳細に講演。 

 

「電気通信分野における個人情報保護」 

一般社団法人ﾃﾚｺﾑｻｰﾋﾞｽ協会ｻｰﾋﾞｽ倫理委員長 

電気通信個人情報保護推進センター 

業務企画委員長  桑子 博行 氏 

「電気通信紛争処理委員会の取り組み」 

 総務省電気通信紛争処理委員会事務局 

上席調査専門官 武藤 聖 氏 

 

主催 

・一般社団法人テレコム

サービス協会東北支部 

・東北情報通信懇談会 
 

45名 

H24.6.4 

福島県 

福島市 

 
「情報通信月間特別講演会」 

 

デジタル情報化に関する最新の動向や今後の展開等

について、県民の理解と認識を深めるために講演会を開

催。 

本年度は、暮らしや行政分野でのＩＣＴ活用に関する

最新動向、マイナンバー制導入の意義や復興に向けた新

たな街づくりなどについて講演。 

 

「復興に向けた ICT戦略と新たな街づくり」 

～情報連携と Big Data分析を基礎にした新たな地域社

会の創造～ 

東京大学大学院情報学環 

学環長 須藤 修 氏 
 

主催 

・福島県 

・東北情報通信懇談会 

・福島県高度情報化推進

協議会 

60名 

H24.6.8 

岩手県 

盛岡市 

 

「いわてＩＣＴフェア 2012」 

 

情報通信技術の普及啓発を目的に、広く県民の皆様や

県内自治体職員に最先端の情報通信技術に触れていた

だく展示やセミナーを開催。 

本年度は、「ＩＣＴで安心安全スマートライフ」をテ

ーマに開催したことで、自治体職員をはじめ、ベンダー、

医療関係者、情報系専門学校関係者、一般市民等、多く

の来場者を迎え、万一の災害時にも役立つ最新の情報通

信技術に関する機器、システム等を紹介し、また、ＩＣ

Ｔ利活用に関するセミナーも開催。 

 

セミナー演題 

「東北復興新生への取組について～復興新生における

モバイル活用の可能性～」 

「復興支援に学ぶ ICTの活用～ポスト東日本大震災を考

える～」 

 

主催 

・岩手県 

・東北情報通信懇談会 

・情報通信月間推進協議 

 会 

・いわて ICT フェア実行

委員会 

470名 



H24.6.13 

宮城県 

仙台市 

 

「ＩＴ化普及促進講演会」 

 

各会の著名人やＩＴ産業の第一線で活躍される人材

を講師とし、幅広く県民に呼びかけてＩＴの普及・促進

のための講演会を毎年開催している。今回は東日本大震

災の概要、被害状況、宮城県の震災復興計画、復興に向

けた復旧状況、復旧・復興へのＩＴ企業の関わり方、み

やぎ産業振興機構の震災復興事業への取組状況等、直接

関係機関から実態に基づく講演。 

 

「みやぎ産業振興機構の産業復興支援事業」 

公益法人みやぎ産業振興機構 

副理事長 阿部 健雄 氏 

 

主催 

・一般社団法人宮城県情

報サービス産業協会 

・東北情報通信懇談会 

 

協賛 

・情報通信月間推進協議 

 会 

170名 

H24.7.5-6 

宮城県 

仙台市 

 

「平成 24 年度全国有線放送電話及び地域情報セミナー」 

 

有線放送電話、ＣＡＴＶ及び防災無線設備の運営推進

並びに改善普及を目的とし、自治体と関連企業等の担当

社を対象に地域情報化支援事業講演会と各施設の状況

発表会等を実施。 

 

「東日本大震災とＩＣＴ」 

  東北総合通信局 情報通信部 

電気通信事業課長 増田 和宏 氏 

「地域に情報を的確に伝える放送とは」 

  ＮＨＫ仙台放送局  

チーフアナウンサー 肥土 貴美男 氏 

 

主催 

・秋田県潟上市 

・東北情報通信懇談会 

110名 

H24.8.25 

-10/10 

宮城県 

仙台市 

 

「仙台市卸町５丁目公園仮設住宅ﾊﾟｿｺﾝ教室」 

 

卸町５丁目公園仮設住宅では、避難生活における被災

者の自主的活動（サークル活動や小物製造のワークグル

ープ等）の成果を、ブログを利用することで外部に発信

すると共に生産物の流通の一助になることを目指し、仮

設住宅の住民代表者を対象に基本的な情報発信力を基

礎から教える教室を５回に分けて開催した。 

 

主催 

・仙台シニアネットクラ 

 ブ 

・東北情報通信懇談会 

・卸町５丁目公園仮設住

宅町内会 

40名 

H24.10.22 

宮城県 

仙台市 

 

「パソコンセキュリティセミナー」 

 

ＩＣＴの普及と利活用の度合いは年々高まっており、

それに伴う危険性、脆弱性についての感心の惹起が必要

となっている。また、ネット経由のみならず、高齢者を

中心的に狙う犯罪傾向について、一般市民を対象に注意

点やセキュリティの重要性を訴えるセミナーを実施し

た。 

 

主催 

・仙台シニアネットクラ 

 ブ 

・東北情報通信懇談会 

 

後援 

・東北総合通信局 

・宮城県 

・仙台市 他 

150名 



H24.11.1-2 

青森県 

青森市 

 

「第９回ＩＣＴユビキタス・フェア 2012 in あおもり」 

 

誰でも無料で参加でき、ユビキタス社会の最新情報に

ついてのセミナー等を楽しみながら、最新のＩＣＴを見

て触れて体験できる青森県内では最大級のイベントと

して実施。 

 今回で９回目の開催となり、地元企業の技術力評価と

ＩＣＴ社会の可能性について広くＰＲすることができ、

今後の業界並びに青森の活性化に向けて意義の有るイ

ベントとなりました。 

 

主催 

・一般社団法人青森県情

報サービス産業協会 

共催 

・東北情報通信懇談会 

・青森県 他 

後援 

・東北総合通信局 

・青森商工会議所 他 

769名 

H24.11.8-9 

宮城県 

仙台市 

 
「B to B ソリューションフェア東北 2012」 

 

東北地域のＩＴ産業を中心に、企業力・製品力を総

合・結集し、広範囲なソリューションを展示し、プレゼ

ンを行う事により、ユーザーの様々なニーズに対し、最

適なソリューション・サービスを提供することを目的に

開催。 

今年度は、宮城県内一般企業及び協会会員を対象に、

関係展示、講演、パネルディスカッション等を実施。 

 

主催 

・一般社団法人宮城県情

報サービス産業協会 

・日本情報振興協同組合

東北支部 

共催 

・東北情報通信懇談会 

・宮城県中小企業団体中

央会 他 

後援 

・東北総合通信局 他 

1,959名 

H24.11.21 

福島県 

福島市 

 
「ふくしま復興情報化フェア２０１２」 

 

東日本大震災から得られた知見を活かし、ＩＣＴを活

用した復興への取組や災害対策を中心とした展示会、プ

レゼンテーションや講演等を行う事で、ＩＣＴを活用し

た復興機運の醸成を図ることを目的に一般市民を対象

にフェアを開催。 

 

基調講演 

「震災復興で期待される 

ソーシャルメディアの役割と可能性」 

ジャーナリスト/メディアアクティビスト 

津田 大介 氏 

 

主催 

・福島県 

・福島県高度情報化推進

協議会 

 

共催 

・東北情報通信懇談会 

・東北総合通信局 

 

後援 

・福島県教育委員会 他 

 

895名 

H24.12.13 

宮城県 

仙台市 

 
「経営者層研鑽セミナー 法的問題対応研修」 

 

 ＩＴ化の進展によって制定される法律・制度等につい

て時宜を得たテーマを選定し、内容、経営に及ぼす影響、

対処方法等について、専門家を講師に迎え、経営者層を

対象に研修会を開催の。 

 

テーマ：「スガル銀行と日本アイビーエムとの係争の判

例に学ぶこと ～当業界としての契約上の留意点

～」 

講師：（株）日本総合研究所  

      法務部長 大谷 和子 氏 

 

主催 

・一般社団法人宮城県情

報サービス産業協会 

・東北情報通信懇談会 

40名 



H25.2.12 

福島県 

いわき市 

 

「いわき市地域情報化講演会」 

 

近年の ICT 技術の飛躍的な進展に的確に対応するた

め、市民に対する ICTの普及促進を図ることを目的とし

て、ICT 分野のアドバイザー下記講師による講演会を開

催した。 

 

「いわき市の復興に向けた ICT活用法」 

作家・ジャーナリスト 佐々木 俊尚 氏 

 

主催 

・いわき市 

・東北情報通信懇談会 

65名 

H25.3.8 

宮城県 

仙台市 

 
「デジタル放送関連技術セミナー」 

 

アナログ波が停波し完全デジタル後、東北地区では

2015年 3月のセーフティネット終了に向け、デジタル難

視地区に対する技術支援が多くなっている。このような

状況下、東日本大震災の教訓を受けて災害時における

CATVの応急復旧システムが研究開発されたこともあり、

研究開発の状況と当該システムを広く認識いただくこ

とを目的に新技術の習得を目指した技術セミナーを開

催。 

 

「平成 24 年度補正予算によるケーブルネットワーク強

靭化及び平成 25年度辺地共聴事業の運用」   

東北総合通信局 

      有線放送課長 錦部 政朋 氏 

 

「災害時におけるケーブルテレビ応急復旧システムの

研究開発」 

京セラコミュニケーションシステム（株）様 

ＤＸアンテナ（株）様 

 

「次世代ＳＴＢの認定やｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ検討等」 

一般社団法人日本ケーブルテレビラボ 

常務理事 山口 舜三 氏 

 

主催 

・社団法人日本ＣＡＴＶ

技術協会東北支部 

・社団法人日本ケーブル

テレビ連盟東北支部 

 

後援 

・東北総合通信局 

75名 

H24.7-H25.3 

宮城県 

仙台市 

 
「宮城・仙台アニメーショングランプリ 2013」 

 

クリエイターからの作品募集による人材発掘や、発掘

された人材とアニメーション関連産業事業者とのマッ

チングにより、東北地域からコンテンツを配信し、宮

城・仙台をはじめとする東北地域においてアニメーショ

ン産業の振興を図る。 

 

主催 

・宮城県 

・宮城・仙台アニメーシ

ョングランプリ実行委

員会 他 

共催 

・東北情報通信懇談会 

・宮城県高度情報化推進

協議会 他 

後援 

・東北総合通信局 他 

－ 

 


